
 

科目分類 専門基礎科目 健康の理解と健康支援 開講時期 ２年 前期 

授業科目 臨床栄養学 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 山﨑 弘美 

メールアドレス h-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 授業後 

 

授業目的 

生体が発育し成長して生命を維持し、健全な日常生活を営むためには、食物を

体外から摂取しなければならない。また、健常時のみならず疾患時においても栄

養や栄養素に関する正しい知識がなければ、継続的な生命活動を営むことは難し

い。授業では生理学的および生化学的な視点から栄養学として必要な基礎的知識

を学習し身につける。 

授業概要 

講義は教員が独自に作成したプリントを用いスライドを使って行う｡食に関す

る多くの資料や情報をもとに、食べることの意味を正しく理解し、食物摂取から

消化・吸収・代謝・排泄等の現象を関連づけて理解する。また、過食（エネルギ

ー摂取過剰）に代表される食習慣が引き起こす生活習慣病や低栄養による病気か

らの回復の遅延等の問題を取り上げ、栄養学的にみた「人間」としての生活の質

(QOL)の維持のための方法論について学習する。 

授業内容 

第 1回 人にとって『食べる』ことの意味、栄養データの読み方 

第 2回 栄養素の種類と機能（糖・脂質・たんぱく質） 

第 3回 栄養素の種類と機能（アミノ酸・ビタミン・ミネラル） 

第 4回 食物摂取と栄養素の消化・吸収 

第 5回 栄養素の代謝・排泄 

第 6回 栄養状態の評価・各種病態の特性 

第 7回 生活習慣病の栄養管理・栄養補給法（経管栄養） 

第 8回 まとめ 

教科書 

参考書等 

資料は適宜配布する。 

参考書：人体の構造と機能（3）栄養学（医学書院）（2015） 

わかりやすい栄養学第 5版（ヌーヴェルヒロカワ）（2020） 

ナーシンググラフィカ疾病の成り立ち④臨床栄養学（メディカ出版）

（2020） 

成績評価 

基準・方法 

筆記試験（80％）および 授業態度（質疑応答の態度および内容確認カードの提

出）（20％）により総合的に評価する。 

合格基準 60％以上 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 
欠席届未提出者は試験を受ける資格はありません。 

 


